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七
月
二
十
七
日

†
†

プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
ー

☆
第

一
部
　
六
時
四
十
分
か
ら

全
員
に
よ
る
納
涼
盆
踊
り
大
会

☆
第
二
部
　
七
時
十
分
か
ら

高
森
音
頭
他
　
各
区
発
表
会
―

四
区
し
も
よ
ん
マ
ー
チ
、
二
区

高
森
音
頭
、
六
区
市
田
音
頭
、

五
区
東
京
音
頭
、　
一
区
長
野
冬

季

ス
ポ
ー
ツ
、
三
区
高
森
音
頭

☆
第
二
部
　
七
時
五
十
分
か
ら

子
供
花
火
大
会

記
念
出
演
　
祝
い
獅
子

☆
第
四
部
　
八
時
二
十
分
か
ら

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

大

会

☆
第
五
部
　
九
時
か
ら

納
涼
盆
踊
り
大
会

―
〇

×
ク
イ

ズ
大
会
も
と
り
入
れ
た

☆
各
区
の
青
年
部
　
六
時
か
ら

お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
開
店

第
十
回

―

一
、
二
〇
〇
人
も
集
ま
っ
て

盛
大
に
で
き
る
―

γ

▲賑わうお楽しみコーナー
_   _― __二=ニ ゴ■誦商南目 fb
▲200年大祭記念出演の祝い獅子のおはやし

▲若さ溢れるエアロビクス

＞
気
合
の
は
い
っ
た
踊
り
風
景l

▲ことしは○×ゲームで一喜―憂

く
子
ど
も
が
楽
し
み
な
花
火
大
会

く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
各
区
座
席
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平成 8年 9月 1日 下 市 田 区 報 館 報 第 35号 (2)

さ
れ
た
、
区
道

路
改
良
基
金
規

程

（平
成
元
年

廃
止
）
に
も
と
づ
い
て
十
二
年

の
歳
月
、
区
財
政
の
中
か
ら
補

助
が
行
わ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、

慎
重
に
検
討
し
た
結
果
平
成
九

年
以
降
打
切
る
事
に
決
定
致
し

ま
し
た
。
区
の
敗
政
の
健
全
化

を
計
る
為
や
む
を
得
ぬ
事
と
思

い
ま
す
。
先
輩
皆
様
に
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
宝
刀
に
つ
い
て

平
成
五
年
よ
り
取
組
ん
で
参

り
ま
し
た
宝
刀
の
件
は
、
平
成

七
年
十
二
月
に
宝
刀
審
議
委
員

の
皆
様
の
大
変
な
御
努
力
に
よ

り
調
査
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
い
く

つ
か
の
御
意
見

の
内
、　
一
、
無
銘
刀
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
二
、
昭
和
六
十
二

年
の
神
社
記
録
訂
正
の
件
、
以

上
二
点
に
つ
い
て
慎
重
協
議
の

結
果
別
文
の
通
り
と
な
り
ま
し

た
。
又
重
要
な
報
告
書
で
あ
る

為
、
次
の
方
々
に
お
願
い
し
ま

と
め
の
作
業
に
入

っ
て
頂
き
ま

し
た
。
上
沼
芳
計
さ
ん
、
田
戸

純
市
さ
ん
、
北
沢
善
二
郎
さ
ん
、

仲
平
員
司
さ
ん
以
上
四
名
の
方
々

で
す
。
ま
と
め
が
終
了
次
第
何

等
か
の
方
法
で
見
て
頂
く
様
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
産
業
セ
ン
タ
ー
、
地
域
農
政

協
議
会
の
発
足
に
つ
い
て

町
の
開
発
公
社
が
振
興
公
社

べ
と
、
寄
付
行
為
の
変
更
を
行

い
産
業
振
興
の
方
策
の

一
つ
と

し
て
、
町
内
二
十

一
地
区
に
農

政
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

下
市
田
に
於
て
は

一
区
北
沢
貞

男
さ
ん
、
二
区
坂
牧
康
弘
さ
ん
、

三
区
仲
平
儀
弘
さ
ん
、
四
区
小

島
孝
彦
さ
ん
、
五
区
棚
田
侑
孝

さ
ん
、
以
上
五
名
の
方
々
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

今
の
農
業
は
専
業
農
家
は
別

と
し
て
、
昭
和

一
ケ
タ
の
六
十

代
、
七
十
代
の
方
々
に
よ
り
営

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
兼
業
農
家

と
し
て
引
継
が
れ
る
農
家
は
と

も
か
く
と
し
て
、
町
外
に
仕
事

を
持
ち
生
活
し
て
い
る
皆
様
が
、

次
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
考

え
て
頂
け
る
で
し
ょ
う
か
。
あ

と
十
年
も
す
る
と
現
在
の
担
い

手
が
老
齢
化
し
農
業
の
将
来
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
農
地
が
原
野

に
な
り
、
果
て
は
山
林

へ
の
道

を
た
ど
る
事
を
想
定
す
る
と
将

来
の
食
糧
確
保
の
命
題
か
ら
、

農
家
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
非

農
家
の
方
々
と
食
糧
確
保
の
大

義
に
つ
い
て
考
え
る
時
代
が
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
遊
休
農

地
と
土
地
利
用
に
つ
い
て
大
い

に
論
議
を
高
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
◇
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

研
究
委
員
の
皆
様
に
よ
り
視

察
等
を
含
め
、
具
体
化
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◇
下
市
田
河
原
を
通
る
農
免
農

道
に
つ
い
て

座
光
寺
よ
り
黒
沢
下
の
公
共

下
水
道
用
地
の
北
側

へ
、
東

ヘ

抜
け
る
工
業
団
地
内
か
ら
明
神

橋

へ
と
法
線
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
完
成
の
見
通
し
で

あ
り
ま
す
。

御
意
見
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

資
料
館
に
預
け
て
、　
一
般
に
多

く
の
人
々
に
知

っ
て
貰
う
べ
き

だ
と
全
員
の
御
意
見
で
、
早
急

に
資
料
館
に
預
け
る
事
を
約
束

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
以
上
。

右
に
つ
い
て
平
成
八
年

一
月

中
旬
富
田
区
長
よ
り
宝
刀
問
題

審
議
委
員
会
の

「萩
山
神
社
宝

刀
問
題
」

に
つ
い
て
の
報
告
書

が
桃
沢
氏
子
総
代
長
に
手
渡
さ

れ
た
。
そ
の
中
の
十
五
頁
の
、

二
、
委
員
会
の
意
見
の
①
で
宝

刀

「長
光
は
行
方
不
明
で
そ
の

所
存
は
解
明
出
来
な
い
。
従

っ

て
六
十
二
年
六
月
の
神
社
記
録

簿
に
あ
る
添
付
書
の
文
言
は
、

記
録
か
ら
削
除
す
る
こ
と
」
こ
の

指
示
に
つ
い
て
、
二
月
四
日
神

社
氏
子
総
代
会
で
慎
重
に
協
議

し
た
結
果

「先
輩
氏
子
総
代
の

記
事
で
、
現
職
氏
子
総
代
の
手

で
削
除
は
出
来
な
い
」
と
い
う

結
論
に
な
っ
た
。
二
月
十
四
日

開
催
の
区
、
代
議
員
、
氏
子
総

代
合
同
会
議
で

「
記
録
は
歴
史

と
し
て
削
除
せ
ず
残
す
」

こ
と

に
決
議
さ
れ
た
。
七
月
五
日
氏

子
総
代
会
の
折
、
上
沼
芳
計
審

議
委
員
の
説
明
を
聞
き
、
記
事

録
の
文
言
は
誤
り
で
あ
る
こ
と

を
全
員
で
認
め
た
こ
と
を
記
録

し
て
残
す
こ
と
に
決
め
た
。

②
　
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て

調
査
報
告
壽
を
付
し
て
無
銘

刀
に
つ
い
て
社
宝
か
ら
外
し
、

参
考
品
と
し
て
当
面
保
管
し
て

行
く
事
と
す
る
。

区
報
も
三
十
五
号
の
歴
史
を

数
え
ま
し
た
。
又
過
日
の
萩
の

里
祭
り
に
は
大
勢
の
皆
様
の
御

参
加
を
頂
き
、
第
十
回
の
記
念

す
べ
き
里
祭
り
を
盛
大
に
と
り

行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
公
民
館
建
設
に
つ
い
て

坂
牧
建
築
計
画
工
房
さ
ん
に

委
託
し
た
施
工
図
面
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
の
で
、
五
月
十
日

郡
市
内
九
社
の
皆
様
に
参
集
を

願
い
現
地
説
明
会
を
行
い
、
五

月
二
十
日
入
札
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
株
式
会
社
三
六
組

に
於
て

一
億
八
千
六
百
万
円
に

て
落
札
さ
れ
ま
し
た
。
（
昭
和

三
十
五
年
の
建
設
時
も
株
式
会

社
三
六
組
）
当
初
か
ら
二
億
円

位
に
て
建
設
を
と
考
え
て
お
り

ま
し
た
数
字
に
近
く
、
消
費
税
、

設
計
施
工
管
理
費
、
土
地
ボ
ー

リ
ン
グ
等
々
二
億
百
四
十
万
三

千
円
で
納
ま
る
見
通
し
に
な
り

ま
し
た
。
工
事
中
は
多
少
の
増

減
が
あ
り
ま
す
の
で
若
干
数
字

が
違

っ
て
参
り
ま
す
。
又
完
成

の
見
通
し
は
年
度
末
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
埋
文
調
査
及
び

基
礎
工
事
の
変
更
に
よ
り
若
干

遅
れ
る
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

◇
道
路
工
事
に
と
も
な
う
用
地

補
助
の
打
切
り
に
つ
い
て

昭
和
六
十

一
年
十

一
月
制
定

萩
山
神
社
宝
刀
の
取
扱
い
に
つ
い
て

下
市
田
区
・萩
山
神
社

審
議
委
員
会
の
意
見

①
　
宝
刀
長
光
は
行
方
不
明
で

そ
の
存
在
は
解
明
出
来
な
い
。

従

っ
て
、
昭
和
六
十
二
年
六

月
の
神
社
記
録
簿
に
あ
る
添

付
書
の
文
言
は
記
録
か
ら
削

除
す
る
こ
と
。

②
　
長
光
の
戻
る
可
能
性
は
誰

も
予
測
出
来
な
い
。
年
限
が

長
い
の
で
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
「無
銘
刀
」
は
、
経
過
を
付

け
て
当
面
参
考
品
と
し
て
保

管
す
べ
き
で
あ
る
。
　

以
上
。

区
代
議
員
会

・
神
社
氏
子
総

代
合
同
会
議
の
結
果
次
の
通
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
昭
和
六
十
二
年
六
月
四
日

協
議
の
記
事
録
に
つ
い
て

（萩
山
神
社
）

記
事
録
の
内
容

午
後
六
時
、
社
務
所

・
出
席
者

伊

谷

唯

介
、
北

沢

久

治

林

　

藤

司
、
伊
奈
川
梶
代
治

寺

沢

久

雄
、
片

桐

元

一

木

村

頌

一
（神
官
）

松

島

利

三

区
三
役
、
氏
子
総
代
六
名

此
の
件
に
つ
い
て
毎
年
紛
失
、

盗
難
等
保
管
管
理
に
代
々
苦
慮

し
て
お
り
、
昭
和
六
十
二
年
六

月
四
日
古
老
先
輩
の
諸
氏
の
出

席
を
願

っ
て
種
々
話
し
合
い
を

す
る
。
大
小
三
振
だ
っ
た
。
黒

鞘
に
入

っ
て
い
た
。
鍔
も

つ
い

て
い
た
。
等
々
の
話
も
出
た
が
、

昭
和
四
十
五
年
北
沢
久
治
区
長

時
代
に
萩
山
神
社
由
緒
録
が
発

刊
さ
れ
て
三
振
の
宝
刀
の
写
真

が
戴

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在

の
実
物
と
相
違
な
く
、
片
桐
元

一
氏
が
研
ぎ
に
出
し
た
時
は
昭

和
四
十
八
年
で
あ
り
、
昭
和
四

十
五
年
以
降
は
不
変
な
る
事
を

確
認
し
た
。
　
一
日
も
早
く
町
の
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(3)平成 8年 9月 1日 下 市 田 区 報 0館 報 第 35号

▲さら地となって遺跡発掘作業を行っている建築用地

ただ今基礎工事が着々と進められている。

(前ページの情勢参照)

重機による解体作業>

委
員
会
活
動
報
告

水
利
委
員
長

伊
奈
川

和

彦

行
政
の
年
度
末
で
あ
り
ま
す
三

月
ま
で
に
行
い
ま
す
。
又
追
加

工
事
と
し
て
新
井
堤
の
排
水
路

・

黒
沢
川
の
取
水
回
の
改
修
も
近

い
内
に
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お

り
ま
す
。

尚
昨
年
区
の
規
約
の
改
正
で

工
事
費
の
関
係
者
の
負
担
率
が

多
少
高
く
な
り
ま
し
た
が
御
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
つ
お
願
い
を
し
た
い
こ
と

は
、
年
度
内
の
工
事
の
予
定
に

入
れ
て
も
関
係
者
の
間
で
話
が

詰
め
て
な
い
為
出
来
な
い
事
が

あ
り
ま
す
。
今
後
部
落
で
地
区

計
画
を
た
て
る
時
に
は
、
関
係

者
で
確
認
を
し
て
か
ら
提
出
を

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
任
期
も
残
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
期

間
で
き
る
だ
け
の
事
は
し
て
行

き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
会
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
区
民
の
皆
様
に
は
日
頃

大
変
お
世
話
様
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。
私
達
は
各
部
落
の
地
区

計
画
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
水
路

改
修
の
要
望
に
は

一
ケ
所
で
も

多
く
出
来
ま
す
よ
う
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

八
年
度
事
業
も
関
係
者
の
皆

様
方
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て

順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
現
在
ま
で
の
経
過

を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

県
単
事
業
で
は
、
北
ノ
原
横

井

（七
年
度
分
）
、
Ｊ
Ａ
惣
菜

予
冷
庫
北
側
の
改
修
、
又
地
元

施
工
で
は
、
五
区
の
北
林
さ
ん

南
側
、
三
区
の
南
小
プ
ー
ル
南

側
、
農
試
北
側
そ
の
他
数
件
が

完
了
し
ま
し
た
。
又
堤
の
土
手

草
焼
き
、
三
区

ｏ
四
区

ｏ
五
区

の
皆
さ
ん
に
暑
い
中
で
作
業
を

し
て
い
た
だ
い
た
草
刈
り
作
業

も
予
定
通
り
に
終
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
改
修
予
定
は
、

牧
ノ
内
の
堤
は
八
、
九
、
十
年

度
の
三
ケ
年
計
画
で
行
う
予
定

で
す
。
南
小
北
側
の
排
水
路
は

土
地
総
の
関
係
で
最
終
年
度
の

十
年
に
行
う
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
の
改
修
工
事
は
、

平成7年度下市田区一般会計決算報告書

(平成7年 4月 1日 ～平成8年 3月 31日 )

39,386,057円

30,739,777円

8,646,280円

支出金の部 (単位 円)

計

計

高

〈
口
〈
口
虚
【

入

出

引

収

支

差

収入金の部

平成7年度下市田公民館会計決算報告書
(平成 7年 4月 1日 ～平成8年 3月 31日 )

支出の部収入の部

項   目 予算現額 決算支出額

総
一厚
一林
一土
一水
一消
一公
一予
一

１

一
２

一
＆

一
■

一
ｉ

一
ａ

一
７

．
一
＆

一

務  費

木  費

12,420,000

768,643

1,310,292

5,161,000

5,562,000

3,342,157

3,010,000

5,9131562

12,014,492

648,642

1,295,835

5,123,792

3,703,453

3,253,957

3,010,000

1,689,606

支 出 合 計 37,487,654 30,739,777

項   目 予算現額 決算収入額

1.区 費

収

一

9.仮

16.137,000

4,790,216

6,280,000

1,605,491

1.150,000

2,370,000

2.588.000

2,566,947

0

16,129,700

4,817,163

6,946,088

1,430,921

1,186,032

2,370,000

2,939,212

2,566,941

1,000,000

収 入 合 計 37,487,654 39,386,057

科   目 予算現額 決算支出額

1.総  務  費
一費

一

一部

一

一養

一

一教

一 費

一

部

一

育

一

体

一 費
一
部
一
覚
一
聴
一
視
一

6.予  備  費

1,870,000

1,154,000

553,000

278,000

107,000

80,000

1,86■ 896

1,153,130

552,822

276,018

106,941

79,875

合   計 4,042,000 4,036,682

科   目 予 算 額 決 算 額

1.繰  越  金
2.繰  入  金
3.補  助  金

131,000

3,010,000

900,000

1,000

168,824

3,010,000

1,061,000

合   計 4,042,000 4,240,395

(単位 円)

..ヽ

らヽ `・

=11

が

一
　

・
レ

・

町 支 出 金

財 産 収
寄  付

前 期 繰 越

4.雑  収  入 571

5.図 書 部 費
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下
市
田
区
と
公
民
館
主
催
に

よ
る

「地
元
出
身
町
議
と
区
民

と
の
懇
談
会
」
は
、
去
る
六
月

十
五
日
午
後
七
時
よ
り
、
下
市

田
公
民
館
改
築
工
事
の
為
、
三

区
の
力
行
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
選
さ
れ
て
三
年
目
の
当
日

は
、
小
宮
山
佳
子

・
伊
奈
川
義

公

・
久
保
田
昌
幸

ｏ
倉
沢
岩
雄

ｏ

熊
谷
元
尋

・
原
昭
夫
各
議
員
の

御
出
席
を
頂
き
、
区
三
役
、
公

民
館
三
役
、
区
民
が
出
席
し
、

公
民
館
長
、
区
長
の
挨
拶
の
あ

と
各
議
員
よ
り
、
町
議
活
動
報

告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

◎
小
宮
山
産
業
委
員
よ
り

総
務
文
教
関
係
に
つ
い
て

一
般
会
計
総
予
算
額
は
、
六

十
億
三
千
八
百
万
円
。
う
ち
公

債
費

（借
金
を
返
済

す
る
分
）
七
億

一
千

万
円
あ
る
。
起
債
に

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

事
業
費
の
七
五
％
を

起
債
し
、
返
済
時
に

国
か
ら
の
五
五
％
の

交
付

（補
助
）
が
あ

る
。
八
年
末
の
起
債

残
高
は
八
十
億
余
だ

が
、
交
付
分
が
あ
る

の
で
、
実
質
返
済
額

は
、
四
十
六
億
円
と

な
る
。
山
の
寺
研
修

セ
ン
タ
ー

（元
実
践

学
園
）
の
今
後
の
利

用
方
法
と
し
て
一雀
流
・

合
宿

・
地
域
の
活
動

な
ど
に
利
用
す
る
。

宿
泊
し
た
場
合
町
民

千
二
百
円
、
町
外
は
千
五
百
円
、

会
議
で
利
用
し
た
場
合

一
日
九

百
円
、
半
日
五
百
円
で
利
用
で

き
る
。
借
地
代
と
し
て
年
間
二

百
三
十
万
円
を
支
払
う
。
戦
後

五
十
年
の
生
活
記
録
誌
は
、
八

月
発
行
予
定
。
非
常
持
ち
出
し

袋
は
、
（＠
二
千
円
）
三
千
四
百

個
用
意
し
て
、
防
災
の
日
に
合

わ
せ
て
全
戸
配
布
予
定
。
尚
袋

の
中
身
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭

で
用
意
す
る
。

◎
倉
沢
建
設
委
員
よ
り

下
市
田
河
原
の
道
路
、
用
水

路
は
六
億
円
の
予
算
で
建
設
予

定
。
農
免
農
道
に
つ
い
て

一
億

五
千
万
円
の
予
算
で
座
光
寺
～

南
大
島
川
～
惣
兵
衛
堤
防
ま
で

三
年
を
め
ど
に
行
う
。
明
神
橋

は
、
九
月
二
日
午
前
十
時
よ
り

渡
り
初
め
。
朝
霧
道
路
は

一
千

七
百
八
十

一
万
円
の
予
算
で
七

月
い
っ
ぱ
い
の
工
期
。
パ
ー
ス

は
、
九
月
＋
二

日
オ
ー
プ
ン
。

敷
地
内
に
郵
使
局
を
設
置
要
望

中

（
マ
ル
マ
ン
さ
ん
了
解
済
み
）。

ビ
ー
ワ
ン
と
国
道
の
交
差
点
に

信
号
機
を
設
置
す
る
予
定
。
牧

の
内
堤
を
プ

ロ
ッ
ク
で
階
段
方

式
に
す
る
計
画
が
あ
り
、
費
用

は
か
か

っ
て
も
実
施
す
る
予
定
。

元

つ
ぼ
や
の
道
路
が
狭
い
の
で

広
く
す
る
計
画
が
あ
る
。

◎
伊
奈
川
建
設
委
員
よ
り

広
域
道
路
～
北
小
、
や
す
ら

ぎ
荘
の
工
事
。
問
ケ
沢
の
橋
は

十

一
月
に
完
成
。
南
大
島
川
の

南
、
ふ
る
さ
と
農
道

・
広
域
農

道

・
農
免
道
路
な
ど
五
線
あ
る

が
、
縦
の
線
に
力
を
入
れ
た
い
。

（湯
ケ
洞
線
は
道
幅
六

ｏ
五

ｍ
、

歩
道

一
・
五

ｍ
、
全
長
三
』
を

二
十
億
円
の
予
算
で
計
画
。
舗

装
工
事
を
、
二
千
万
円
の
予
算

で
″何
う
。

◎
久
保
田
社
会
委
員
よ
り

下
市
田
保
育
園
は
園
児
百
人

の
定
員
で
去
年
は
七
十
七
人
、

今
年
は
七
十
人
と
園
児
数
は
減

少
ぎ
み
。
未
満
児
保
育
の
充
実
。

乳
幼
児
の
医
療
費
は
、
所
得
制

限
な
し
の
無
料
化
と
な
る
見
通

し
。
老
人
福
祉
に
つ
い
て
～
町

で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
二

名
増
や
し
七
名
と
す
る
。
介
護

者
慰
労
金
を
年
額
十
八
万
円
か

ら
二
十
四
万
円
に
、
県
か
ら
の

補
助
三
万
円
を
プ
ラ
ス
し
て
二

十
七
万
円
に
。
老
人
の
増
加
に

と
も
な
い
、
介
護
保
険
の
内
容

の
検
討
が
必
要
。
今
年
も
昨
年

に
引
き
続
き
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操

に
力
を
入
れ
、
体
脂
肪
計
を
八

百
七
十
万
円
で
購
入
。
天
竜
社

跡
地
に
つ
い
て
は
、
厚
生
連
に

よ
る
病
院
化
を
と
の
意
向
で
あ

り
、
町
と
し
て
の
姿
勢
は
、
消

極
的
。

◎
熊
谷
社
会
委
員
よ
り

公
共
下
水
道
の
土
地
買
収
も

済
み
、
全
体
の
工
事
を
三
期
に

わ
け
、
第

一
期
を
下
市
田
四

・

五

・
六
区
、
吉
田
団

地
と
す
る
。　
一
期
は
、

五
年
間
と
し
二
期

・

三
期
分
を
併
せ
て
平

成
二
十
二
年
に
は
、

完
成
予
定
。
農
集
排

に
つ
い
て
は
、
吉
田

上
平
の
処
理
場
建
設

開
始
、
平
成
九
年
に

完
成
。

◎
原
産
業
委
員
よ
り

御
大
の
館
工
事
費

約
七
億
円
を
か
け
、

八
月
二
日
に
オ
ー
プ

ン
。
島
岡
監
督
の
遺

品
の
展
示
な
ど
を
し
、

年
間
十
五
万
人
の
利

用
客
を
想
定
し
、
町

の
活
性
化
を
図
る
。
下
市
田
工

業
団
地
南
側
の
土
地
に
、
三
社

誘
致
決
定
。
ふ
る
さ
と
林
道
不

動
滝
線
は
、
落
石
の
為
、
改
良

工
事
中
に
て
通
行
止
め
と
な

っ

て
い
る
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
談

会
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
通

り
で
し
た
。

Ｑ
　
広
域
農
道
の
、
南
大
島
川

の
通
学
路
が
心
配
。

Ａ
　
質
問
の
場
所
は
、
歩
道
を

つ
け
る
よ
う
研
究
し
た
い
。

Ｑ
　
児
童
館
が
出
砂
原
に
あ
る

の
で
上
段
の
子
供
が
利
用
出

来
な
く
て
不
便
。

Ａ
　
た
し
か
に
場
所
的
に
悪
く

検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
研
修
セ
ン
タ
ー
の
年
貢
が

高
す
ぎ
な
い
か
？

Ａ
　
一
一百
三
十
万
円
は
高
い
と

思
わ
れ
る
。
五
年
後
は
買
い

取
れ
る
金
額
に
な

っ
て
し
ま

う
の
で
は
…
。

Ｑ
　
土
地
補
償
に
つ
い
て
～
下

市
田
が
特
に
高
く
土
地
評
価

を
見
直
し
て
欲
し
い
。

Ａ
　
土
地
評
価
に
つ
い
て
は
、

高
い
の
は
事
実
。
町
の
規
定

も
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員
の
方
々
か
ら
日
頃
の
活

動
が
お
聞
き
で
き
、
又
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
も
意
見
が
多
数
出

さ
れ
、
短
い
時
間
で
し
た
が
有

意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

一
　
耀

〓

Ｌ

ヽ
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巡
ネL
二沢
区 に

北思
原 つ

金

ヽ

ｉ
ｌ
●

砂
防
工
事
完
成
と
河
川
改
修

工
事
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の
下

市
田
座
頭
崖
を
上
流
に
持

つ
江

戸
ケ
沢
水
系
と
、
巡
礼
沢
崖
の

崩
落
荒
廃
地
を
上
流
に
持

つ
黒

沢
水
系
の
、
下
市
田
下
段
地
域

及
び
河
原
水
田
地
帯
は
、
絶
え

ず
崩
落
す
る
土
石
を
両
河
川
が

運
搬
し
埋
め
て
天
上
井
と
な
り
、

年
々
風
水
の
た
め
大
災
害
を
起

こ
し
、
地
域
住
民
に
絶
え
ず
不

安
を
与
え
、
耕
作
者
は
少
な
か

ら
ぬ
被
害
を
受
け
て
い
た
。

巡
礼
沢
は
北
か
ら
南
か
ら
迫

る
急
斜
面
を
な
す
崩
落
荒
廃
地

に
て
、
元
牛
牧
村
の
区
有
地
、

面
積
三
丁
四
反

一
畝
歩

（
明
治

時
代
地
価
四
円
二
銭
）
、
荒
廃

地
の
上
に
主
権
者
は
牛
牧
区
で

あ
る
の
で
管
理
も
ま
ま
な
ら
ず
、

年
々
風
水
の
た
め
災
害
を
起
こ

し
、
耕
作
者
に
少
な
か
ら
ぬ
影

響
が
あ
る
の
で
、
牛
牧
区
よ
り

借
地
と
し
て
明
治
十
年
頃

（
一

八
七
七
）
地
域
の
有
志
が
管
理

す
る
事
に
な

っ
た
。
当
時
借
地

料
七
円
位
支
払

っ
て
い
た
と
の

こ
と
。
大
正
三
年

（
一
九

一
四
）

黒
沢
水
系
保
全
の
た
め
保
安
林

と
し
県
は
指
定
し
て
免
租
し
た
。

大
正
三
年
頃
か
ら
管
理
の
た

め
青
年
団
に
委
嘱
し
て
草
刈
り

な
ど
行

っ
た
。
昭
和
三
年

（
一

九
二
七
）
下
市
田
区
の
管
理
に

入
る
。
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）

本
格
的
な
砂
防
工
事
を
始
め
、

県
営
砂
防
工
事
と
し
て
地
元
が

請
け
負
う
こ
と
に
な
り
、
団
費

の
補
助
を
受
け
下
市
田
壮
年
団

が
中
心
と
な
り
、
県
林
務
課
の

指
導
に
よ
り
工
事
を
行
う
。
時

の
壮
年
団
長
木
村
政
治
氏
、
代

理
会
計
北
沢
宗

一
氏
、
現
場
主

任
松
代
作

一
氏
の
も
と
に
、
団

員
総
労
務
を
な
し
工
事
を
敢
行

す
。
工
事
竣
工
ま
で
数
年
か
か
っ

た
が
、
そ
の
間
の
壮
年
団
員
の

努
力
と
松
代
主
任
の
奮
闘
は
銘

記
す
べ
き
で
あ
る
。

砂
防
工
事
が
立
派
に
完
成
し
、

黒
沢
水
系
の
治
水
完
成
は
、
地

域
住
民
に

一
番
有
難
い
喜
ば
し

い
安
堵
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年

（
一
九
二
七
）

―
所
有
権
委
譲
…
買
収
―

所
有
権
委
譲
か
ら
買
収
に

至
る
ま
で
の
由
緒
と
経
過

昭
和
八
年
頃
、
座
光
寺
村
有

林
と
牛
牧
区
有
林
の
境
界
に
付

き
長
期
間
に
亘
り
紛
糾
し
て
い

た
。
隣
区
の
下
市
田
区
が
座
光

寺
村
と
牛
牧
区
と
の
間
に
立

っ

て
其
の
仲
介
の
労
を
と
り
、
両

者
が
円
満
に
解
決
す
。

牛
牧
区
代
表
者

田

上

丸

弥

氏

下
市
田
区
長
塩

沢

伝
兵
衛

氏

″
　
代
理
倉

沢

安

市

氏

″

会
計
伊
奈
川
希
太
郎

氏

″
　
保
護
委
員
長

福

島

庄
太
郎

氏

牛
牧
区
か
ら
謝
礼
の
印
を
表

し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

っ
た

の
で
、
巡
礼
沢
は
牛
牧
区
有
地

に
て
主
権
者
で
あ
る
が
、
下
市

田
区
は

一
番
関
係
も
あ
り
、
治

水
の
上
で
も
Ｆ
市
田
区
有
地
と

し
て
名
実
共
に
管
理
し
た
い
旨

を
伝
え
た
。
当
時
の
巡
礼
沢
は

荒
廃
地
に
て
牛
牧
区
に
は
負
担

の
か
か
る
お
荷
物
で

あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
常
識
と
し
て

も
三
丁
七
反
に
及
ぶ
、

里
山
を
下
市
田
区
に

譲
る
に
は
大
い
に
抵

抗
が
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
当
時
の
下
市

田
区
の
当
局
者
と
牛

牧
区
代
表
田
上
丸
弥

さ
ん
の
英
断
の

一
致

を
得
て
昭
和
十
三
年

（
一
九
二

八
）
所
有
権
委
譲
し
買
収
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

「
Ｅ

牛
牧

　
一
七
四
―

一
番
地

三
七
反
〇
二
〇

所
有
者
　
萩
山
神
社

所
在
地
　
牛
牧
巡
礼
沢

沿
　
革
牛
牧
村
共
有
地

大
正
三
年
保
安
林
に
編
入

六
月
免
租
地
と
な
る

三
丁
四
反

一
畝
歩

地
価
四
円
〇
二
銭

公
認
事
由

大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）

二
月

一
旦
所
有
権
移
転

所
有
者
　
塩
沢
伝
兵
衛

倉
沢
安
市
　
福
島
庄
太
郎

昭
和
十
五
年
二
月

一
日

所
有
権
移
転
　
萩
山
神
社

昭
和
三
十
二
年

一
月
二
十
九
日

所
有
権
保
存
　
萩
山
神
社

昭
和
三
十
二
年

一
月
二
十
九
日

所
有
権
移
転
　
萩
山
神
社

牛
牧
　
一
七
四
―
四
番
地

畑

一
反
〇
三
七

所
有
権
移
転
　
萩
山
神
社

牛
牧

　
一
七
四
―
五
畑

一
畝
Э
弐

所
有
者
所
在
地
牛
牧
　
全

牛
牧

　
一
七
四
―
六

保
安
林
二
丁
五
反
四
畝
七
八

右

　

全
　
　
全

一
七
四
―

一
か
ら
分
筆

牛
牧
　

一
七
四
―
七

保
安
林
二
丁
五
反

一
畝

一
〇

右

　

全
　
　
全

牛
牧

　
一
七
四
―
八

仝
　
　
一
畝
九
二

右

　

全
　
　
仝

牛
牧

　

一
七
四
―
九

仝
　
　
四
畝
〇
六

右

　

全
　
　
全

地
代
と
し
て
牛
牧
区
に
九
二

〇
円
支
払

っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
昭
和
十
五
年

（
一
九
二
〇
）

萩
山
神
社
所
有
地
と
し
て
法
人

登
記
を
完
了
し
て
今
日
に
至
る
。

そ
の
節
記
念
碑
を
建
立
し
、

其
の
経
過
を
銘
記
す
る
と
共
に

其
の
古
由
に
か
け
る
労
を
ね
ぎ

ら
い
神
一子
を
行
な

っ
た
。

こ
の
折
の
記
念
碑

表
面
　
記
念
碑

林
務
課
長
　
小
泉
　
清

裏
面
　
所
有
権
取
得

昭
和
十
二
年
四
月

県
直
営
及
び
補
助
工
事

荒
廃
地
復
工
事
完
成

着
工
　
昭
和
　
七
年

完
工
　
昭
和
十
四
年

巡
礼
沢
の
砂
防
工
事
完
成

ｏ

下
市
田
区
有
地
萩
山
神
社
所
有

地
と
な

っ
て
五
十
有
余
年
を
経

過
し
、
適
切
な
る
管
理
と
植
林

に
よ
り
美
林
と
な

っ
て
成
長
し

て
い
る
。
数
年
前
川
端
の
桧
の

間
伐
を
し
所
得
が
あ

っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
近
い
将
来
必
ず
近

郷
に
誇
れ
る
美
林
と
な
り
、
萩

の
里
下
市
田
区
民
に
治
水
と
共

に
有
形
無
形
に
貢
献
す
る
日
が

必
ず
来
る
。
昔
か
ら
因
縁
浅
く

な
い
、
巡
礼
沢
を
守
り
盛
り
上

げ
管
理
し
、
立
派
に
成
長
し
つ

つ
あ
る
今
日
の
巡
礼
沢
の
形
を

見
る
に
つ
け
、
故
人
と
な
ら
れ

た
先
輩
達
の
功
績
を
讃
え
、
適

切
な
る
管
理
と
絶
え
間
な
く
注

ぐ
、
下
市
田
区
民
の
愛
育
の
賜

物
で
あ
る
。
巡
礼
沢
の
成
長
は

繁
栄
し
て
い
く
萩
の
里
下
市
田

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

北
原
さ
ん
は
郷
土
史
に
造
詣

深
く
こ
の
地
方
の
歴
史
地
理
等

に
精
通
し
て
居
ら
れ
る
事
は
夙

に
知
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
土
地
に
は
複
雑
な
経
過

が
あ
り
北
原
さ
ん
は
実
に
細
か

く
丁
寧
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
民
の
方
々
に
は
こ
れ
を
熟
読

せ
ら
れ
、
あ
の
土
地
の
認
識
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

（仲
平
真
司
記
）

ぶ

ず



平成8年 9月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 35号 (6)

五
区
の
コミ
重
ティの紹
介

群
『「財
螂麟

五
区
部
落
主
事
　
ｒ小

島
¨
傍
¨
老
．
を
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

五
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
　
式
で
勝
負
を
競
い
合

っ
た
。
午

を
紹
介
し
ま
す
。
九
月
に
ス
ポ
ー
　
後
は
、
南
小
グ
ラ
ン
ド
に
於
い

ツ
大
会
を
、
十
月
に
ア
パ
ー
ト
　
て
、
全
員
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

及
び
独
立
世
帯
の
方
達
と
の
懇
　
一
一人

一
組
の
ペ
ア
で
競
い
合
い
、

談
会
を
計
画
実
施
し
て
い
ま
す
。
　
老
若
男
女
が
夫
々
に
年
齢
を
忘

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
は
、
ソ
　
れ
常
会
対
抗
と
賞
品
が
か
か
っ

フ
ト
ミ

ニ
バ
レ
ー

と
グ

ラ
ン
ド
ゴ

ル

フ
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
未
だ
実

施
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
昨
年

の
場
合

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー

現
在
出
砂
原
の
回
り
は
、
大

中
店
舗
や
住
宅
や
工
業
団
地
に

囲
ま
れ
時
勢
の
流
れ
に
条
件
が

伴
わ
ず
、
街
並
も
空
間
が
目
に

つ
く
程
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
出
砂
原
は
九
月
の
初

め
頃
ま
で
に
三
件
の
工
事
が
完

成
し
ま
す
。
又
出
て
行
か
れ
る

の
も
二
店
あ
り
年
々
変

っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
春
天
竜
社
残
地

跡
に
町
が
有
事
の
防
災
を
含
め

た
多
目
的
広
場
の
建
設
を
完
成

致
し
ま
し
た
。
平
素
は
―――∫
民
の

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
活
動
と
し
て
、

一
日
一有
事
の
際
緊
急
避
難
場
所

や
被
災
者
の
仮
設
住
宅
に
、
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
活
用

二
十
一世
紀
に
さ
き
が
け
て
　
け出』

六
区
部
落
主
事

甕

　

　

一二

郎

　

こ
と

で

て
い
て
珍
プ
レ
ー
や
歓
声
が
飛

び
交
い
、
時
間
の
経

つ
の
が
速

い
思
い
で
あ
っ
た
。
特
に
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
は
無
作
為
の
ペ
ア
と

あ
っ
て
思
わ
ぬ
人
と
の
触
れ
合

い
が
で
き
、
夫
々
が
我
を
忘
れ

楽
し
い
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
と
な
っ
た
。

す
。
既
に
昭
和
六
十

一
年
南
側

半
分
に
厚
生
連
下
伊
那
診
療
所

が
発
足
し
て
お
り
、　
つ
づ
い
て

出
砂
原
グ
ラ
ン
ド
場
と
し
て
福

祉
健
康
と
も
に
地
域
の
活
性
化

発
展
に
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

周
囲
の
環
境
も
道
路
も
よ
く
整

備
さ
れ
北
側
残
地
全
体
が
美
し

い
広
場
に
整
備
完
成
し
た
も
の

で
す
。
五
月
二
十
六
日
出
砂
原
自
治

会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
早
速

出
砂
原
グ
ラ
ン
ド
併
用
の
大
広

場
の
中
で
大
勢
参
加
し
て
常
会

対
抗
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
四
国
市
田
駅
前
に

参
加
者
も

一
四
五
人
と
多
数
で

表
彰
式
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
ま

た
、
第
二
部
の
懇
親
会
は
時
間

の
経

つ
の
も
忘
れ
有
意
義
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
っ
た
。

新
築
完
成
し
た
八
十
二
銀
行
市

田
支
店
が
開
店
致
し
ま
し
た
。

町
の
玄
関
口
に
相
応
し
い
威
容

と
駐
車
場
に
も
余
裕
を
感
じ
付

近

一
帯
の
環
境
整
備
も
出
来
た
、

明
る
く
落
ち
着
い
た
街
並
と
な

り
ま
し
た
。
最
近
朝
霧
道
路
も

下
市
田
国
道

へ
つ
な
が
り
こ
れ

か
ら
の
駅
前
発
展
と
活
性
化
に

期
待
を
も
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

九
月
二
日
新
明
神
橋
の
完
成

式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
六
〇
有

余
年
を

つ
と
め
て
終
る
橋
と
二

十

一
世
紀
に
向
か

っ
て
生
れ
た

橋
に
時
勢
相
応
の
反
映
を
思
い

凡
べ
て
変

っ
て
い
く
気
が
す
る
。

出
砂
原
道
路
取
付
や
住
宅
移
転

が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
行
く
中

で
関
係
者
の
要
望
に
合
わ
せ
て

街
づ
く
り
に
自
治
会
も
対
処
し

十
月
行
わ
れ
た
ア
パ
ー
ト
及

び
独
立
世
帯
の
方
達
と
の
懇
談

会
で
は
、
日
頃
お
互
い
に
接
す

る
機
会
が
少
な
い
た
め
交
流
会

を
設
け
ス
ム
ー
ス
な
お
付
き
合

い
が
で
き
る
こ
と
と
、
子
供
達

を
含
め
地
区
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

ヘ
の
参
加
や
道
路
河
川
清
掃
、

ゴ
ミ
処
理
等
多
方
面
に
亘

っ
て

話
し
合
い
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
他
学
校
の
週
五
日
制
に

伴
い
月
に
二
回
の
土
曜
日
は
家

庭
と
地
域
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
生
涯
学

習
分
館
活
動
補
助
事
業
の
支
援

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
六

十
二
年
町
の
振
興
総
合
計
画
策

定
に
出
砂
原
も
年
次
住
み
よ
い

街
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
を
進

め
大
変
よ
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
の
面
か
ら
も
地
区
の
発
展

と
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

を
受
け
、
小
中
学
生
を
対
象
に

『
郷
土
料
理
と
地
域
史
跡
の
探

訪
』
と
銘
う

っ
て
、
昨
年
九
月

に
実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
郷

土
料
理
で
は
五
平
餅
を
地
域
の

木
村
勅
代
さ
ん
、
北
原
貞
子
さ

ん
、
小
川
千
恵
子
さ
ん
、
林
い

す
ず
さ
ん
、
細
江
元
枝
さ
ん
方

の
指
導
で
子
供
達
を
中
心
に
作
っ

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
子
供

達
の
真
剣
な
姿
を
見
る
時
、
次

夏
の

一
夜
を
区
民
こ
ぞ
っ
て

楽
し
く
過
ご
す

「納
涼
盆
踊
り
」

萩
の
里
祭
り
が
、
七
月
二
十
七

日

（土
）
午
後
六
時
半
よ
り
、

下
市
田
保
育
園
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
番
心
配
さ
れ
た
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
全
員
に
よ
る
納
涼
盆
踊

り
、
各
区
に
よ
る
高
森
音
頭
他

発
表
会

。
子
供
さ
ん
に
よ
る
花

火
大
会

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
大
会

◆

○
×
ク
イ
ズ
大
会
と
楽
し
く
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は

盆
踊
り
の
練
習
会
を
や
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
炭
坑
節

・
竜
峡

小
唄

ｏ
水
戸
黄
門
お
ど
り
と
お

な
じ
み
の
曲
で
し
た
の
で
、
民

踊
ク
ラ
ブ
の
方
と

一
緒
に
皆
上

手
に
踊

っ
て
い
ま
し
た
。
各
区

の
発
表
会
で
は
、
忘
れ
か
け
て

い
た
市
Ⅲ
音
頭
や
区
で
考
案
さ

れ
た
編
曲

マ
ー
チ
の
楽
し
そ
う

代
に
受
継
ぎ
引
継
ぐ
意
義
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
史
跡
探
訪
で
は
山
本
脩
平

さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
、
座

学
と
共
に
戸
外
に
出
て
今
は
使

わ
れ
て
な
い
昔
の
道
や
道
標
や

塚
を
見
学
し
説
明
を
し
て
も
ら

い
、
私
達
が
生
れ
住
ん
で
い
る

地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出

来
、
ま
た
そ
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

教養部

な
踊
り
が
印
象
的

で
し
た
。
今

年

の

エ
ア
●
ビ
ク
ス
大
会
は
全

員

で

「
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
風
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
手
を

つ
な

ぎ
足
を
振

っ
た
り
合
わ
せ
た
り
、

足
並
不
揃

い
に
笑

い
な
が
ら
暑

さ
を
忘
れ
て
楽
し
め
た
の
で
は

な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
年

の
花

火
大
会
は
中
学
生

の
皆
さ
ん
が

お
手
伝

い
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
例
年
よ
り
子
供
さ

ん
の
参
加
が
多
か

っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
又
、
毎
年
大
好

評
の
青
年
部

の
方

々
に
よ
る
お

楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
も
、
出
店
が

盛
り
沢
山
あ
り
子
供
さ
ん
の
人

気
を
総
な
め
に
し
て
い
ま
し
た
。

区
に
よ

っ
て
は
、
納
涼
祭
を
終

え
た
後

で
、
萩

の
―――
祭
り

へ
の

出
足
が
に
ぶ
る
の
で
は
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
盛
人

に
で
き
ま

し
た
事

に
感
謝
し
ま
す
。
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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萩
の
里
祭
り
を
終
え
て

暑
さ
も
忘
れ
て
盛
踊
り
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ア
イ
ラ
ブ
故
郷

三
区
出
身

松

梶

秀

治

（豊
橋
市
在
住
）

色
づ

い
た

市
田
柿

の

ス
ダ

レ
、

上
中
下
段

に
分
か
れ

た
下
市
田
の
郷
は
、
子
供
の
頃

よ
り
戦
中
戦
後
の
何
時
の
日
も
、

鮮
明
な
形
で
浮
か
び
上
が

っ
て

き
ま
す
。

地
質
学
上
貴
重
な
段
丘
に
建

つ
学
舎
と
桜
、
は
た
ま
た
萩
山

の
郷
の
春
秋
の
祭
り
、
神
社
に

続
い
た
低
学
年
時
代
の
在
り
し

日
の
下
市
田
小
学
校
…
と
、
想

い
出
に
耽
る
齢
と
な
り
ま
し
た
。

戦
争
終
結
と
三
六
災
害
、
ま
た

高
度
成
長

・
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど

の
変
遷
と
、
構
造
改
善
等
区
民

皆
様
の
努
力
を
経
て
、
繁
栄
を

続
け
る
下
市
田
は
、
何
時
も
他

郷
に
住
む
私
達
の
誇
り
と

一
寸

し
た
羨
望
の
故
郷
で
す
。

過
日
、
五
月
六
月
の
二
回
に

亘
り
、
姉
の
家
庭
に
お
世
話
に

な
り
、
春
醐
の
伊
那
谷

（上
下

伊
那
）
の
史
跡
と
名
勝
を
巡
る

機
会
を
得
、
竜
東
竜
西
の
花
と

緑
を
満
喫
し
、
故
郷

へ
の
想
い

を
尚

一
層
深
く
し
ま
し
た
。

一
寸
欲
張
り
な
願
い
で
す
が

何
処
か
閑
静
な
場
所
で
、
ア
ル

プ
ス
が
望
め
、
高
森

・
伊
那
谷

ま
た
信
州

一
円
を
巡
る
た
め
の

基
地
が
あ

っ
た
ら
と
、
途
方
も

な
い
想
像
に
少
年
の
様
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
。
東
海
地
区
に
住
む
身
に
は

故
郷
の
四
季
は
懐
か
し
く
、
夏

の
猛
暑
も
終
わ
り
秋
の
頃
に
な

る
と
想
い
は
ま
た
も
紅
葉
の
伊

那
谷

へ
向
か
い
、
い
つ
出
か
け

よ
う
か
と
機
会
を
伺
う
次
第
で

す
。退
職
後
、
請
わ
れ
て
月
の
半

ば
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
、
余
暇
は

好
き
な
花
や
野
菜
を
育
て
、
そ

し
て
時
に
は
近
く
、
時
に
は
遠

く
へ
と
ヵ
メ
ラ
を
肩
に
、
足
は

自
然
と
故
郷

へ
向
か
い
ま
す
。

離
れ
て
想
う
故
郷
と
皆
様
の

一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

（仲
平
員
司
さ
ん
の
弟
）

天
竜
の
流
れ
に
沿
う
黄
金
の

稲
穂
、
桑
畑

・
水
田

・
農
家
と

勘

太

郎

月

夜

来
四
十
余

年
、
酒

の

聞
き
手
の
思
惑
や
テ
ン
ポ
の
ズ

レ
を
気
に
し
な
け
れ
ば
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
は
も

っ
て
こ
い
だ
。

お
国
自
慢
の
名
調
講
釈
は
、

「
市
田
柿
」
「
天
竜
下
り
」
「
蜂
追

い
」
「長
姫
甲
子
園
優
勝
」
な
ど
、

物
心

つ
い
た
頃
、
雨
の
晩
、
母

親
に
「
泣
く
子
は
ア
マ
オ
ウ
ジ

に
掠
わ
れ
る
。
」
と
、
恐
怖
心

を
植
付
け
ら
れ
た
。
臆
病
の
性

格
は
、
そ
の
時
の
後
遺
症
と
思

わ
れ
る
。

時
は
今
、
萩
山
神
社
三
百
年

祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
由
、
そ

こ
は
、
か

つ
て
四
区
と
小
学
校

を
結
ぶ
通
学
路
の
途
中
に
あ

っ

て
、
格
好
の
遊
び
場
所
と
な
り

蝉
時
雨
の
中
、
日
暮
れ
に
な

っ

て
も
賑
わ

っ
て
い
た
。
そ
の
頃
、

祭
り
見
物
の
梯
が
、
唯

一
の
楽

し
み
で
、
下
市
田
の
烏
天
狗
の

面
よ
り
、
牛
牧
の
鬼
の
面
の
方

が
、
オ
ッ
カ
ナ
カ

ッ
タ
。

盆

ｏ
正
月
に
は
、
澄
ん
だ
空

気
や
人
の
温
も
り
を
求
め
て
、

帰
省
に
つ
と
め
た
。
若
い
頃
は
、

地
酒
を
煽

っ
て
気
炎
を
上
げ
、

離
れ
た
親
兄
弟
が
、
互
い
の
元

気
さ
を
確
か
め
合
う
。
こ
の
繰

り
返
し
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が

両
親
が
、
徐
々
に
弱
ま
り
、
度

重
な
る
帰
省
も
辛
く
な

っ
た
。

病
床
の
父
親
は
、
い
つ
も
と

変
わ
り
な
く
装
い
、
都
会
に
戻

る
車
に
野
菜
な
ど
を
積
み
込
み
、

最
期
の
頑
張
り
を
見
せ
た
。

遺
言
に
、
墓
守
り
は
長
男
の

役
日
と
あ
る
の
で
、
数
年
後
に

は
、
ふ
る
里
に
帰
り
、
心
ゆ
く

ま
で
「
勘
太
郎
さ
ん
」
を
歌

い

続
け
て
、
余
生
を
送
る
つ
も
り

で
い
る
。（木
村
政
男
さ
ん
の
甥
）

四
区
出
身

ま
た
、
今
夜
も
五
時
か
ら
男

は
、
都
会
の
片
隅
で
、
♪

「
影

か
柳
か
勘
太
郎
さ
ん
か
…
」
と

歌
い
出
す
。
出
稼
ぎ
に
出
て
以

北
原
正
利
醐踊
「

（横
浜
市
在
住
）

曲‐
で
あ
年

Ｑ警
鰹
ぼ
ほ

ロ
ロ
ロ
ロ

六
月
九
日
行
わ
れ
た
下
市
田

ス
ポ
ー
ツ
夏
季
大
会
に
は
、
天

候
が
わ
る
く
、

ス
ロ
ー
ピ

ツ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
で
き
ず
に
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
応
援
に
、
試

合
に
と
、
多
く
の
人
た
ち
が
、

集
ま

っ
た
大
会
に
な

っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
ま
で
上
位
を

し
め
て
い
た
チ
ー
ム
が
下
位
、

又
、
下
位
チ
ー
ム
が
上
位
と
な

り
、
今
ま
で
の
大
会
と
は
、
ち
ょ
っ

と
ち
が
う
大
会
で
あ

っ
た
と
思

い
ま
す
。

多
数
の
方
々
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

一
位
＝
二
区
、
二
位
＝
六
区

三
位
＝
四
区
、
四
位
＝
三
区

五
位
＝
一
区
、
六
位
＝
五
区

開 会 式

熱 戦 中表 彰 式

‐
J

圏
了

１

，
１

イ

宣 誓
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心
な
ご
む
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

に
精
を
出
し
て
い
る
。

約

一
時
間
余
り
で
、
長
い
と

思
わ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

作
業
も
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

真
夏
に
な

っ
た
今
、
三
色
の

木
桂
の
花
が
美
し
く
咲
い
て
い

六

区

今
年
も
又
夜
空
を
彩
る
灯
籠

Ｚ
り
。こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
美

し
い
姿
を
見
て
、
こ
の
町
に
住

む
人
々
の
高
い
所
べ

の
ぼ
ろ
う

と
す
る
心
の
美
し
さ
を
見
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

榊

原

ま
つ
子

流
し
の
花
火
が
上
が
る
。
配
ら

れ
た
番
付
表
を
見
て
い
る
う
ち

に
、
昔
の
灯
籠
流
し
の
街
の
様

子
が
脳
裏
を
よ
ぎ

っ
た
。
方
針

が
変

っ
て
か
ら
何
年
位
に
な
る

の
か
、
記
憶
は
定
か
で
は
な
い

が
…
、
当
時
は
何
日
か
前
に
部

落
総
出
で
準
備
だ

っ
た
。
街
の

両
側
に
並
ぶ
商
店
の
脇
に
柱
を

建
て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
名
の
入

っ

た
横
長
の
行
燈
が
柱
の
先
端
に

麻
縄
で
釣
り
上
げ
ら
れ
飾
ら
れ

る
。
そ
れ
に
は
涼
し
げ
な
絵
が

書
か
れ
て
い
て
素
敵
で
あ
っ
た
。

ホ
ー
ズ
キ
堤
灯
の
列
の
上
に
絵

入
り
の
行
燈
、
夜
と
も
な
る
と

各
商
店
の
店
あ
か
り
と
で
坂
の

街
出
砂
原
が

一
変
し
た
よ
う
に

綺
麗
に
見
え
た
も
の
で
し
た
。

夕
方
臨
時

・
定
時
の
電
車
が
市

田
駅
に
入
る
度
に
、
改
札
口
か

ら
押
出
さ
れ
る
よ
う
に
老
若
男

女
の
人
の
波
、
天
竜
の
河
原

ヘ

と
そ
の
人
波
が
動
く
、
駅
前
で

は
盆
踊
り
の
輪
が
出
来
、
通
れ

な
い
人
は
私
の
店
の
中
を
抜
け

て
、
い
っ
時
店
先
が
道
稽路
に
な
っ

て
し
ま
う
程
で
あ

っ
た
。
花
火

と
平
行
し
て
行
わ
れ
る
盆
踊
り

は
夏
の
夜
を
惜
じ
む
か
の
よ
う

に
十
二
時
頃
ま
で
続
い
て
い
た

も
の
で
し
た
。

世
が
進
み
大
型
車
の
往
来
が

激
し
く
な

っ
た
道
路
に
は
、
行

燈
の
あ
か
り
も
消
さ
れ
、
今
で

は
踊
り
の
輪
も
駅
前
か
ら
お
祭

り
広
場
べ
と
移
動
し
て
し
ま

っ

た
。
「
工
事
中
の
新
明
神
橋
が

灯
籠
流
し
煙
火
大
会
の
観
客
席

と
し
て
、
飯
田
建
設
事
務
所
の

ご
好
意
で
使
用
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は

シ
ー
ト
や
ご
ざ
等
を
用
意
し
十

八
日
に
場
所
を
お
取
り
下
さ
い
。」

出
砂
原
自
治
会
　
と
あ
る
。

世
の
移
り
替
り
と
共
に
今
後
の

灯
籠
流
し
の
風
情
も
変

っ
て
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
明

神
橋
が
生
れ
変
る
こ
と
で
出
砂

原
の
街
も
ど
ん
な
様
に
変
る
の

で
あ
ろ
う
か
？
皆
、
時
の
流
れ

に
押
し
流
さ
れ
ま
い
と

一
生
懸

命
生
き
て
い
る
、
思
い
出
の
中

に
身
を
置
き
な
が
ら
、
何
ん
と

も
や
り
切
れ
な
い
此
の
頃
で
あ

ス
）
ｃ

三

区

道
下
市
田
三
区
の
Ｊ
Ｒ
線
と
国

一
五
三
号
線
と
の
間
、
約
二

メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
、
木

の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

種げ百こ
の
辺
り
の
道
路
を
、
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
木
種
は
、
ア
オ
イ
科
の

落
葉
低
木
で
高
さ
約

一
メ
ー
ト

ル
位
と
な
り
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
淡
紫
、
淡
紅
、
白
色
な
ど

の
花
が
、
朝
開
い
て
夕
方
し
ば

ん
で
い
る
。
日
中
、
車
道
を
走

る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
道
を
歩
く

人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
い
る
。

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
毎

年
三
区
で
は
、
常
会
毎
、
当
番

で
、
草
と
り
や
手
入
れ
な
ど
の

作
業
を
行

っ
て
い
る
。

四
月
に
入
り
平
成
八
年
度
の

第

一
回
目
の
作
業
が
三
常
会
合

同
で
行
わ
れ
た
。

一
冬
を
越
し
て
き
た
あ
と
の

こ
と
と
あ

っ
て
、
土
も
か
た
く

根
の
深
い
草
も
生
え
て
い
て
作

業
も
な
か
な
か
は
か
ど
ら
な
か
っ

本
　
堂
　
善
　
夫

た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ビ
ニ
ー

ル
の
紐
や
袋
、
ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー

ヒ
ー
の
あ
き
缶
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
紙
片
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
空
箱

な
ど
が
、
風
に
吹
か
れ
て
舞
い

落
ち
て
い
た
。

「草
の
根
が
深
く
張

っ
て
い

て
な
か
な
か
切
れ
な
い
な
あ
。
」

「空
き
缶
な
ど
は
、
車
か
ら
の

ポ
イ
捨
て
が
多
い
の
じ
ゃ
あ
な

い
の
か
な
あ
。
」
「
二
月
の
頃
、

除
草
剤
を
撒
い
て
お
く
と
手
間

ど
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
な
。
」

な
ど
、
会
話
し
な
が
ら
手
入
れ

灯
籠
流
し
に
思
う

燻
炒
爬
祗

晟
ｒヾ
たく
ｗＳ

い
つ
ま
で
も
心
に
と
め
て
お
き
た
い

「で
あ
る
こ
と
と
す
る
こ
と
」

一
区
　
熊
　
谷
　
上
豆　
治

子
ど
も
の
心
に
学
校
行
事
な
ど

に
も

「
奇
妙
な
矛
盾
」
を
感
じ

た
時
代
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、

民
主
主
義
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
た
い
へ
ん
丁
寧
に

教
え
ら
れ
た
時
代
で
も
あ

っ
た

と
思
う
。

戦
後
の
混
乱
、
再
出
発
、
高

度
成
長
の
中
で
生
活
し
て
き
た

者
は
、
多
く

「
す
る
」
こ
と
が

「
得
る
」
こ
と
に
つ
な
が
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
無
を
有
に
変
え

る
た
め
に
は

「
す
る
」
こ
と
が

必
須
だ

っ
た
し
、
そ
の
た
め
に

は
ま
た

「
勉
強
」
が
必
須
だ

っ

た
。
「
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
よ

り

「
で
あ
り
た
い
こ
と
」
の
た

め
の
「
す
る
こ
と
」
の
実
践
で

あ

っ
た
。
実
際
、
民
主
主
義
の

成
長
す
ら
同
じ
過
程
を
た
ど

っ

て
き
た
と
言
え
そ
う
だ
。
と
こ

ろ
が
、
高
度
成
長
が
落
と
し
た

リ
ン
ゴ
の
実
は
ど
う
も
私
た
ち

を
堕
落
さ
せ
、
「
で
あ
り
た
い

こ
と

ｏ
で
あ
る
こ
と
」
の
意
味

を
考
え
る
こ
と
す
ら
止
め
さ
せ

て
し
ま

っ
た
。

し
か
し
、
「
バ
ブ

ル
」
の
結
末

は
、
気

の
遠
く
な
る
よ
う
な
桁

の
金

の
暗
躍
や
、
私
た
ち
が
な

ぜ
か
巨
万
の
借
金
を
か
か
え
る

債
務
者

で
あ
る
と
い
う
事
実

に

目
を
向
け
さ
せ
て
く
れ
た
。

あ
わ
せ
て
丸
山
先
生
の
死
が
、

ど
う
や
ら
、
「
で
あ
る
こ
と
」
を

支
え
る

「
す

る
こ
と
」
の
重
要

性
も
思

い
出
さ
せ
て
下
さ

っ
た

よ
う
だ
。

こ
の
夏
、
亡
く
な
ら
れ
た
丸

山
真
男
先
生
の
文
章
は
、
「
で

あ
る
こ
と
と
す
る
こ
と
」
と
い

う
標
題
で
高
校
国
語
の
教
科
書

に
長
い
こ
と
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

「
債
権
は
請
求
し
な
け
れ
ば
私

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
』

と
い
う
比
喩
か
ら
、
国
民
の
権

利
に
つ
い
て
説
き
起
こ
し
た
有

名
な
民
主
主
義
論
だ

っ
た
。

私
の
育

っ
た
時
代
は
、
古
い

も
の
と
新
し
い
も
の
が
混
在
し
、

ヽ
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八
月
四
日
、
日
曜
日
の
ご
ご

三
時
か
ら
、
二
く
の
子
ど
も
会

の
ぎ

ょ
う
じ
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
た
か
ら
さ
が
し
を

わ
た
し
の
夏
休
み
で
、
楽
し

か

っ
た
こ
と
は
、
五
区
の
み
ん

わ
た
し
の
夏
休
み
で

楽
し
か
っ
た
こ
と

小
四

細

江

夢

心

（五
区
）

し
ま
し
た
。
五

つ
の
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
て
や
り
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
四
は
ん
で
六
人
の
メ
ン

バ
ー
で
す
。　
一
年
生
が
も
ん
だ

い
の
書

い
て
あ
る

紙
を
と
り
、
そ
こ

に
書

い
て
あ
る
場

し

ょ
に
あ
る
い
て

い
き
ま
す
。
四
は

ん
は
、
子
ど
も
た

ち
で
う
え
た
、
か

ば
ち

ゃ
の
と
こ
ろ

へ
い
き
ま
し
た
。

な
で
野
田
平
キ
ャ
ン
プ
場

へ
、

行

っ
た
事
で
す
。
始
め
は
、
す

ご
い
山
道
な
の
で
、

へ
び

と
か
出
な
い
か
、
心
配
で

し
た
。
何
分
か
た

っ
た
ら

ん

き
れ
い
な
川
が
、
見
え
ま

醍
し
た
。
遊
ん
で
る
人
も
い

夢

ま
し
た
。
「
ま
だ
か
な
ぁ
」

と
思

っ
た
ら
や
っ
と
着
き

ま
し
た
。
か
ん
り
人
さ
ん

に
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
話

い

っ
て
見
る
と
ま
た
紙
が

あ

っ

て
、　
つ
ぎ

の
と
こ
ろ
が
書

い
て

あ
り
ま
し
た
。
さ
い
ご
は
、
天

り

ゅ
う
川

で
し
た
。
天
り

ゅ
う

川

へ
つ
い
た
じ

ゅ
ん
に
す
き
な

お
か
し
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ぜ
ん
ぶ
の
は
ん
が
そ
ろ

っ
て

か
ら
、
石

の
お
も
さ
あ
て
ゲ
ー

ム
を
し
ま
し
た
。
は
か
り
で
は

を
き
い
た
り
し
て
、
い
よ
い
よ

楽
し
み
に
し
た

「
川
遊
び
」
で

す
。
お
ひ
る
を
食
べ
て
、
川

ヘ

行
き
ま
し
た
。
川
は
、
ふ
か
い

所
も
あ

っ
た
し
、
石
や
岩
が
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

水
の
中
に
小
さ
い
お
魚
が
い
っ

ぱ
い
、
泳
い
で
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
遊
ん
だ
ら
、
お
や

か

っ
て
、
五
〇
〇
グ
ラ
ム
に

一

ば
ん
ち
か
い
は
ん
が
ゆ
う
し
ょ

う
で
す
。
ぼ
く
た
ち
は
四
い
で

し
た
。
ゲ
ー
ム
の
あ
と
み
ん
な

で
お

こ
の
み
や
き
と
や
き
そ
ば

の
よ

う
い
を
し
ま
し
た
。
外

で
食

べ

る
の
は
、
お
い
し
く
て
四
回
お

か
わ
り
し
ま
し
た
。
す

い
か
も

た
べ
ま
し
た
。
く
ら
く
な

っ
て

か
ら
花
火
を
し
て
、
は
ん
ご
と

に
、
会
し
ょ
ま
で
、
ど
き

ょ
う

だ
め
し
を
し
な
が
ら
か
え
り
ま

し
た
。
た
の
し
か

っ
た
で
す
。

つ
の
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
、
と
う
も

ろ
こ
し
を
食

べ
ま
し
た
。
お
や

つ
を
食

べ
た
ら
、
夜
ご

は
ん
の

じ
ゅ
ん
び
を
し
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー

は

「
カ
レ
ー
」
。
「
ど
ん
な
ぐ
ら

い
お
い
し
い
か
な

ぁ
」
と
思

い

な
が
ら
、
じ
ゅ
ん
び
を
し
た
ら
、

す
ぐ
に
で
き
ま
し
た
。
食

べ
た

ら
、
す
ご
―
く
お
い
し
か

っ
た

で
す
。
食

べ
終
わ

っ
た
ら
、
夜
、

楽
し
み
に
し

て
い
た
、
「
き
も

だ
め
し
」
で
す
。

「
こ
わ
く

て

び

っ
く
り
す
る
ぐ
ら
い
こ
わ
い

か
な

ぁ
」
と
、
し

ゃ
べ
り
な
が

ら
行

っ
た
ら
、
ぜ
ん
ぜ
ん
こ
わ

く
な
か

っ
た
で
す
。
早
く
花
火

を
も
ら

っ
て
、
帰

っ
て
来
ま
し

た
。
次
は
、
花
火
と
キ

ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。

そ
の
後
、
ジ

ュ
ー
ス
を
の
ん

で
こ
わ
い
話
を
き
い
て
ね
ま
し

二
く
子
ど
も
会

な
つ
の
ぎ
ょ
う
じ

小
三

中

村

和

博

（二
区
）

右が和博君

わたしの作文
〆咆
‐”じ
鉾

ぼくの作文

上
高
地
を
訪
ね
て

七
月
二
十
九
日
、

夏
休
み
が
始
ま

っ
て

ま
も
な
く
、
夏
の
小

旅
行
に
、
父
と
母
と

私
の
二
人
で
出
か
け

ま
し
た
。

目
的
地
は

『
上
高

地
』
。
長
野
県
を
代

表
す
る
観
光
地
を
こ

の
目
で
見
て
、
大
勢
の
人
た
ち

が
、
訪
れ
る
理
由
を
知
り
た
い

と
思

っ
て
出
か
け
ま
し
た
。

早
朝
五
時
に
出
発
。
沢
渡
の

駐
車
場
で
車
を
降
り
、
バ
ス
に

乗
り
か
え
四
十
分
で
上
高
地
の

大
正
池
に
着
き
ま
し
た
。
こ
わ

い
所
に
よ
く
道
が
で
き
た
も
の

だ
と
、
釜
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
は
、

び

っ
く
り
し
た
り
、
ひ
や
ひ
や

し
ま
し
た
。
停
留
所
か
ら
大
正

池
の
ほ
と
り
を
ゆ

っ
く
り
散
策

を
始
め
ま
し
た
。
写
真
の
通
り

の
風
旦尽

朝
も
や
が
少
し
か
か
っ

て
、
き
れ
い
、
美
し
い
の
ひ
と

言
、
こ
の
美
し
さ
は
、
子
供
じ
ゃ

わ
か
ら
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
な
ん
て
、

大
人
は
言

っ
た
け
ど
、
私
に
だ
っ

た
。
四
日
に
ス
イ
カ
わ
り
が
あ

り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
か
す

つ

た
だ
け
で
か
な
し
か

っ
た
で
す
。

て
ち

ゃ
ん
と
わ
か

っ
て
い
ま
し

た
。

こ
ん
な
風
景
見
た
こ
と
な

い
、
ポ

ス
タ
ー
の
ま
ま
。

こ
れ

で
少
し
人
が
少
な
か

っ
た
ら
、

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
か
。
な

ん
て
思

い
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り

ゆ

っ
く
り
梓
川
ぞ
い
を
歩

い
て

い
き
ま
し
た
。
約

一
時
間
歩

い

て
、

ウ

エ
ス
ト
ン
碑
を
見

て
河

童
橋

に

つ
き
ま
し
た
。
私
は
こ

れ
で
終
わ
り
だ
と
思

っ
た
ら
ま

だ
ま
だ
歩
く
と
い
い
ま
し
た
。

明
神
池
ま
で
の
三
ｋｍ
余
り
は
た

い
へ
ん

つ
ら
く
思
え
ま
し
た
。

で
も
、
苦
労
し
て
歩

い
た
所
は

や
は
り
す
ば
ら
し
く
、
来

て
よ

か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

上
高
地
を
訪
れ
て
思

っ
た
こ

と
は
、

こ
の
美
し
さ
が
い

つ
ま

で
も
続

い
て
ほ
し
い
と

い
う
こ

と

で
す
。
本
当

に
す
ば
ら
し
い

所

で
し
た
。

中
一　
林
　
　
愛

美

（四
区
）右が愛美さん

`
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足
し
ま
し
た

私
達

の
ク
ラ

ブ

「
ハ
ッ
ピ
ー

〈
〓
」
は
、
人
合
員

十
二
名

で
構
成

さ
れ
て
お
り
、

平
成
五
年

に
発

日
頃
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場

（農
業
、
自
営
業
、
勤

め
人
）

で
忙
し
く
働
く
中
、
近

所

に
い
て
も
、
な
か
な
か
顔
を

合
わ
す
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
時

「
会
」
を
作

ろ
う
と
言
う
お
話
が
あ
り
、　
一

み
よ
子

人
二
人
と
誘

い
合

っ
て
こ
の
会

が
出
来
ま
し
た
ｃ

元
気

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

な
が
ら
体
力
作
り
と
親
睦
を
深

め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
ミ

ニ

バ
レ
ー
と
卓
球
を
組
み
合
わ
せ

て
、
月
二
回
行

っ
て
い
ま
す
。

ミ

ニ
バ
レ
ー
は
、
町
民
体
育
館

の

一
般
解
放
日
を
利
用
し
て
行

う
訳

で
す
が
、
利
用
者

の
多

い

昨
今

で
は
、
勤
め
を
終
え
て
か

ら
急

い
で
コ
ー
ト
を
取
り
に
行

く
の
で
す
が
、
取
れ
る
時
ば
か

り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ

ん
な
時
は
人

数

の
少
な
い

チ
ー
ム
と

一

緒

に
や
ら
せ

て
頂
き
、
時

間

の
あ
る
限

り
、
び

っ
し

ょ
り
い
い
汗

を
か
い
て
楽

し
め
ま
す
。

ま
た
、
年

二
回
位
ボ
ー

リ
ン
グ
会
も

行

っ
て
お
り

ま
す
。
足
が

痛
く
て
ミ

ニ

バ
レ
ー
に
出

。1薔 :議継議継薇籠議事講|:■ 1111111:::|::i:キ |ミ滋轟‖‖|
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川会

れ
な
い
と

い
う
人

で
も
、
ボ
ー

リ
ン
グ
な
ら
出
来
る
と
い
う
よ

う
に
、
体

の
使
う
と
こ
ろ
が
違

え
ば
、
ま
た
み
ん
な
で
楽
し
め

る
も
の
で
す
。
春

の
お
花
見
、

夏

の
暑
気
払

い
、
秋

の
紅
葉
狩

り
等
、
季
節

に
合
わ
せ
て
行

っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

お
楽
し
み
会
に
は
、
ほ
と
ん
ど

全
員
が
出
席
し
、
思
い
思
い
の

話
に
花
も
咲
き
、
カ
ラ
オ
ケ
が

始
ま
れ
ば
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
ダ
ン
ス
も
始
ま
り
、
時
に
は

「
お
ど
り
」
も
出

て
来
る
と
い

う
楽
し
い
会
で
、

ス
ト
レ
ス
解

消
に
な

っ
て
い
ま
す
。

会
の
名
前
に
恥
じ
な
い
、
ハ
ッ

ピ
ー
な
会
で
す
の
で
、
い
つ
ま

で
も
続
き
ま
す
こ
と
を
願

っ
て

お
り
ま
す
。

下
市
田
四
区
大
正
琴
ク
ラ
ブ

私
達
下
市
田
四
区
大
正
琴
ク

ラ
ブ
は
、
昭
和
五
十

四
年

に
発

足
し
ま
し
た
。
現
在
、
九
名

の

ク
ラ
ブ
員

で
す
。

月
に
二
回
集
ま

っ
て
練
習
を

行
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま

で
に
、
ナ
ツ
メ
ロ
を
中
心

に
、

四
十
五
曲
程
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

毎
年
二
月

に
発
表
会
が
あ
り

ま
す
。
日
頃

の
練
習
成
果
を
確

か
め
る
良

い
機
会

で
す
が
、
他

の
グ

ル
ー
プ
の
曲
を
聞
く
の
も

楽
し
み
で
す

の
で
、
自
分
達
も

一
生
懸
命
や
ろ
う
と
、
練
習

に

も

一
段
と
熱
が
入
り
ま
す
。

私
達

の
楽
し
み
は
、
先
生
を

囲
ん
で

一
泊

の
新
年
会

で
す
。

日
頃

の
練
習
を
忘
れ
て
話

に
花

が
咲
き
ま
す
。
ゆ

っ
く
り
お
湯

に
浸
た
り
、
お
い
し
い
ご
ち
そ

う
を
項
き
、
し

っ
か
り
若
返

っ

た
と

こ
ろ

で
、

「
ま
た
練
習

に

励
み
ま
し

ょ
う
。
」

と

一
年

が

高

山

迩

子

始
ま
る
の
で
す
。

日
頃
の
練
習
を
テ
ー
プ
に
納

め
、
有
線
放
送

へ
お
願
い
し
て

番
組
の
間
に
流
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

緊
張
し
ま
す

が
、
有
線
を

通
し
て
流
れ

る
曲
を
聞
く

時
は
、
大
変

楽
し
み
な
事

で
も
あ
り
ま

す
。発
足
以
来

早
や
十
七
年

で
す
。
最
初

は
慣
れ
な
い

楽
器
と
楽
譜

で
ス
タ
ー
ト

し
た
私
達

で

す
が
、
ク
ラ

ブ
員
み
ん
な

の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
、
　
一

山

一
曲
を

マ
ス
タ
ー
し
て
来
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
健
康

に
気
を

つ

け
て
、
練
習
は

「
ボ
ケ
防
止

の

日
」
と
思

っ
て
、

ク
ラ
ブ
員

一

同

い
つ
ま
で
も
若

々
し
く
、
楽

し
く
続
け
て
行
け
ま
す
よ
う
努

力
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

編
集
後
記

道
路
も
畑
の
土
も
、
全
て
の

も
の
が
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
き
き
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
先
号
で
も
異

常
気
象
の
こ
と
に
触
れ
た
が
、

こ
の
と
こ
ろ
の
雨
の
少
な
い
の
に

は
、
全
く
参

っ
て
し
ま
う
。

こ

れ
で
人
間
の
心
ま
で
乾
い
て
し

ま
っ
た
ら
終
り
だ
な
と
、　
つ
く
づ

く
思
う
此
の
頃
で
あ
る
。

こ
の
三
十
五
号
に
、
北
原
金

二
さ
ん
の
「
巡
礼
沢
に
思
う
」
を
、

漸
く
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

実
は
、
こ
の
原
稿
は
昨
年
早
く

に
頂
い
て
い
た
。
然
し
公
民
館

改
築
の
研
究
か
ら
建
築
、
加
う

る
に
萩
山
神
社
の
宝
刀
問
題
や

ら
、
郷
土
芸
能
の
獅
子
舞
二
百

年
祭
と
特
集
記
事
が
続
き
、
心

な
ら
ず
も
掲
載
が
遅
れ
遅
れ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
紙
面
で

改
め
て
お
詫
び
を
中
し
上
げ
軍
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に

下
市
田
区
の
大
き
な
出
来
事
な

り
、
大
切
な
歴
史
を
、
正
確
に

記
録
に
残
し
て
お
く
こ
と
が
、

区
報

ｏ
館
報
と
し
て
の
「
萩

の

郷
」
の
使
命
で
あ
る
と
思

っ
て
い
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